
ご注意
エアレは製品や生地の特性、使用状況により、以下のような事象が生じる場合があります。
柔らかな生地の風合いを生かした製品のため、ご理解くださいますようお願い申し上げます。

● 生地のしわについて

● 採光時の生地外観について ● 遮蔽性について

● 製品を横に並べて取付ける場合

〈生地全閉時〉

〈芯地の大きさについて〉

採光時 最大約164mm

100
mm 150

mm

配送または洗濯後に、生地にしわが生じる場合があります。
アイロンをあてることで解消します。「洗濯絵表示」に従って行ってください。

・�生地の特性上、生地のねじれや反り等の影響により、生地間にすき間や、前後方向の
ズレが生じたり、U字状の生地のウェーブが均一に揃わない場合があります。

・�生地の特性上、製品下端部は完全に閉じ切ることができない
ため、完全に光漏れを防ぐことはできません。

・�生地が完全に閉じ切っていなくてもバトン（チルトポール）を
  無理に回し続けないでください。製品の破損や動作不良となる  
  恐れがあります。

「マージ」は製品高さ2210mm以上の場合、150mmの芯地がつきます。
異なる高さの製品を横に並べる際はご注意ください。

製品を横に並べて取付ける場合、中央部分（非操作側）にはすき間が生じます。生地や操作方法により、すき間寸法は異なります。
詳しくは52ページでご確認ください。

生地を傾ける向きを逆にした場合

・「メーレ」「フォルモ」
・「マージ遮光」：製品高さ2200mm以下

「マージ遮光」：�製品高さ2210mm以上

生地を傾ける向きを同じにした場合
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（参考図）遮蔽時

最大約4mm ※両バトンを除く

最大約14mm ※両バトンを除く

（参考図）遮蔽時

最大約4mm ※両バトンを除く

最大約14mm ※両バトンを除く

芯地
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バトン操作

バトン・コード操作

コード操作

※�生地の向きによってバ
トンが生地の裏に隠れ
る場合があります。

※�生地の向きによってバ
トンが生地の裏に隠れ
る場合があります。

※�全閉時に片側のバトン
は生地の裏に隠れます。

※�全閉時に片側のバトン
は生地の裏に隠れます。

※�製品の構造上、生地を全閉にしても製品端部（片側）は、レース越しに光が入ります。また、製品端部にはすき間が生じます。

生地を回転させる方向により端部寸法が異なります。下図は生地を右回転した場合。 ＊（　）内は「マージ遮光」の場合。

〈レースを操作側に向けて全閉にした場合〉 〈レースを非操作側に向けて全閉にした場合〉

ご注意 製品の特性上、窓枠内に取付けると、下記の端部寸法および、レース部から光が入るため正面付けでの取付けをおすすめします。

操作方法 生地 操作側 非操作側

バトン操作

片バトン
メーレ

79 77フォルモ
マージ遮光 82

両バトン
メーレ

79 79フォルモ
マージ遮光

バトン・
コード操作

片バトン
メーレ

90 77フォルモ
マージ遮光 82

両バトン
メーレ

90 79フォルモ
マージ遮光

コード操作 片開き
メーレ

90 77フォルモ
マージ遮光 82

製品幅と生地端部寸法 ［単位 : mm］

片バトン

片バトン

両バトン

両バトン

※製品端部すき間寸法は目安寸法としてご使用ください。生地の出来上がりは実際の寸法と異なる場合があります。

採光時

全閉時
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レースを非操作側に向けて全閉にした場合レースを操作側に向けて全閉にした場合

レースを左側に向けて全閉にした場合レースを右側に向けて全閉にした場合
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